
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                              ２０２３．０９ 

 

 この言葉は、「Official髭男dism」通称・髭男（ひげだん）の歌の歌詞にある

言葉です。一世を風靡したテレビドラマ『silent（サイレント）』の主題歌にもな

っており、大ヒットしました。 

 僕は、ドラマは見ていないのですが髭男は好きなので、夜にウォーキングをし

ながら、この『subtitle（サブタイトル）』をよく聞いておりました。 

 いつもながら、歌詞がいいなあと思ってはいましたが、ある時ふと、妻がこの

歌詞を口にしたのです。おそらく、僕に対して言ったのだと思いますが（笑） 

 「正しさ」は、時に人の心を傷つけてしまうことがあります。言い方もあるで

しょうけど、冷たく感じることがありますね。「私は正しい 争いの根はここに

ある」という掲示板のことばもありましたが、「正しさ」を振りかざそうとする

と、きっと相手には、その言葉・態度が刃のように怖いものとなってしまいます。 

 その時、もしかすると「優しさ」が欠けているのではないでしょうか。「正し

さ」が悪いわけではなく、目の前の人への思いやりの気持ちが大切なのでしょう。 

 改めて、自分自身を振り返り、「正論」ばかりを押し付けて、「優しさ」が足

りないのではないかと思い知らされます。 

 求められているのは、「正しさ」ではなくて「優しさ」なのでしょうね。 

 世界中のすべての人に、この言葉が届いて欲しいと願います。 

                真宗大谷派 光明寺住職 小林尚樹
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